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研究成果の概要（和文）：生活時間のマネジメントといった側面から、就労している2型糖尿病患者をサポート
するための保健指導システムを構築し、保健指導従事者に普及することを目的とした。保健指導システムとし
て、e-ラーニングコンテンツおよびパンフレットを作成した。糖尿病看護の専門家を対象に、作成した看護シス
テムの紹介をした後、その活用性を検討した。その結果、血糖値の改善のみに着目しがちな保健指導の視点を、
包括的に患者を捉える方向に向けることができるのではないかという意見が得られた。また、病院だけではな
く、クリニックや職場における活用についても検討することができた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to develop and disseminate a patient education 
system to support working type 2 diabetic patients utilizing life time management. The patient 
education system included e-learning content and leaflets. The system was explained to diabetes 
nursing professionals, and its usability was discussed. It was suggested that the perspective of 
patient education, which tends to focus only on improving blood glucose levels, could be shifted 
toward a comprehensive view of patients. In addition, we were able to examine the use of the system 
not only in hospitals but also in clinics and the workplace.

研究分野： 臨床看護学
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
糖尿病の患者教育というと、依然として食事療法や運動療法、薬物療法について説明することが多い。しかし、
仕事をしている患者の多くは、必要性は理解しているが実施する余裕がない状況に置かれている。本研究で実施
する保健指導は、健康よりも仕事を優先しがちな有職糖尿病患者の患者教育の枠組みを、時間をマネジメントす
るといった事に置き、多忙な患者が生活の中に糖尿病の管理を上手く組み入れられるように支援するものであ
る。このような時間を上手く使うための試みは、糖尿病の管理だけではなく、生活や人生の見直しができるた
め、患者の生活の質の向上にもつながることが期待できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

2 型糖尿病とその合併症は世界的な公衆衛生の問題となっており、この問題は長期的に続くこ
とが予測されている(Wild,et.al.,2004)。また、糖尿病の管理は、主に患者や家族によって行われ
るため、セルフマネジメント教育が重要である(Carpenter,et.al.,2019)。2 型糖尿病患者のセル
フマネジメント教育には、動機づけ面接、ピアサポートやコーチング、問題解決療法、生活習慣
改善プログラム、認知行動療法などが活用されており、 HbA1c を改善することや
(Carpenter,et.al., 2019)、QOL を高めることが示されている(Cunningham et.al.,2018)。しか
し、どのような対象者にどういった手法が有効かについては、一定の見解が得られているとは言
い難く検討の余地がある。 

 我々は、2 型糖尿病患者の中でも就労者を対象に、セルフマネジメント教育を検討している。 

就労している 2 型糖尿病患者のセルフマネジメント教育については、アプリなど Web を活用し
た遠隔教育（東,2012）、職場で実施する糖尿病教育（Renda, et.al.,2015）、職場と医療機関の連
携システムの構築(宮内ら,2019)などの効果が示されている。また、就労している糖尿病患者は、
仕事をしながら生活調整をする困難さを感じており(片野,2017)、日常生活に糖尿病の管理を上
手く組み入れるために、生活時間をマネジメントする必要がある。しかし看護師は、患者の生活
時間を調整するという関りを実施している可能性があるものの、当たり前すぎるが故に意識し
ておらず、具体的な方法論は確立していない。そこで我々は、生活時間のマネジメントに着目し、
就労している 2 型糖尿病患者への支援を検討した。 

 ここで言う生活時間のマネジメントとは、単に療養行動のための時間を作り出すことだけで
はなく、状況に上手く対処するために、自分の価値観と照らし合わせながら、睡眠、食事、仕事、
家事、休息、健康管理などといった生活時間を調整することと考えている。生活時間のマネジメ
ントには、“生活リズムの調整”、“時間のコントロール”、“仕事の調整”、“価値観に合った目標
設定と行動”といった 4 つの側面があり(nakao,et.al.,2019)、糖尿病のセルフケア能力(清水
ら,2011)のうち、特に「自分らしく自己管理する力」と関連があることが明らかになっている
(nakao,et.al.,2019)。このことから、生活時間をマネジメントするということは、その人らしく
自己管理する力を強め、QOL を向上させる可能性があることが示唆された。今後は、多くの看
護職が活用できるような保健指導システムを構築していく必要がある。また、就労者の支援は、
職場の保健師やクリニックの看護師など、糖尿病を専門としていない施設でサポートされてい
ることも多い。これらのことより、糖尿病看護経験の少ない看護師も活用できることを考慮した
上で、患者の生活時間のマネジメントを支援できるシステムを検討する必要があると考えた。 

 

２．研究の目的 

本研究では、生活時間のマネジメントといった側面から、就労している 2 型糖尿病患者をサ
ポートするための保健指導システムを構築し、普及することを目的とした。 

１）生活時間のマネジメント力を高める保健指導システムの作成 

２）作成した保健指導システムを保健指導従事者に普及するため、説明会を実施すると共に   

今後の活用性を検討 

 

３．研究の方法 

１）生活時間のマネジメント力を高める保健指導システムの作成 

    保健指導媒体として e-ラーニングとパンフレットを活用し、就労している 2 型糖尿病
患者のための、生活時間のマネジメント力を高める保健指導システム（プログラム）を作
成した。作成したプログラムは、糖尿病患者教育の経験が少ない保健指導従事者のために、
糖尿病患者教育の基本的知識を提供するものを含めた。糖尿病患者教育の基本的知識を
提供するプログラムについて、看護学生を対象に、理解の程度や改善点についてアンケー
ト調査を実施した。アンケートは、理解の程度として e-ラーニング受講後に、「十分に理
解できた」、「ある程度理解できた」、「あまり理解できなかった」、「非常に難しかった」と
いった 4段階で回答を得た。改善点については自由記載とした。 

 
２）作成した保健指導システムを保健指導従事者に普及するため、説明会を実施すると共に   

今後の活用性を検討 

    糖尿病看護認定看護師や慢性疾患看護専門看護師といった糖尿病看護の専門家を対象
に、看護職および患者が活用する e-ラーニングコンテンツやパンフレットを用い、作成
した保健指導システム（プログラム）の説明をした後、活用性についてグループにインタ
ビューを実施した。インタビューでは、生活時間のマネジメント力に着目した保健指導の
有効性や、効果的な活用方法について、自由に話し合ってもらった。インタビューは参加
者の同意を得て録音し、逐語録を作成した。逐語録を「保健指導システム（プログラム）
の活用性」という視点で質的に分析し、類似性からカテゴリーを作成した。 

 
 



４．研究成果 
１）生活時間のマネジメント力を高める保健指導システムの作成 

  ①保健指導システム（プログラム）の概要 
    作成したプログラムは、既存の保健指導と同時に行うことを想定している。e-ラーニン 

 グコンテンツの 1 つである、糖尿病の管理と生活時間のマネジメントに関する動画を患
者に視聴してもらった後、我々が作成した「就労している 2 型糖尿病患者の生活時間の
マネジメント尺度（以下生活時間のマネジメント尺度）」を用いて、生活時間のマネジメ
ント力を確認する。生活時間のマネジメントには、“生活リズムの調整”、“時間のコント
ロール”、“仕事の調整”、“価値観に合った目標設定と行動”といった 4つの側面があり、
どの側面を強化することが望ましいか、問診結果を含めてアセスメントをする。保健指導
実施者は、看護援助のポイントが記載されているパンフレット（活用支援ガイド）の内容
を参考に、保健指導を実施する。保健指導の際に、患者と共に行動計画と目標を設定し、
目標の達成状況、生活時間のマネジメント尺度の再評価結果、血糖コントロール状況など
を総合的に評価して、行動計画の修正を実施する。 

  e-ラーニングコンテンツは、保健指導実施者が、生活時間のマネジメント力を活用した
保健指導を理解するためのものに加え、糖尿病看護の経験が少ない保健指導従事者のた
めに、糖尿病患者教育の基本的知識を提供するものを作成した。内容は、「糖尿病の食事
療法」、「糖尿病の運動療法」、「糖尿病の薬物療法：インスリン注射」、「糖尿病の薬物療法：
内服薬」、「フットケア」とした。また、患者に視聴してもらうものとして、就労している
2型糖尿病患者が困る場面とその対処に関するものと、糖尿病の管理と生活時間のマネジ
メントについて説明するものを作成した。 

 
②糖尿病患者教育の経験が少ない保健指導従事者のための e-ラーニングコンテンツの評価 
  看護学部 4年生 17名を対象に、糖尿病患者教育の経験が少ない保健指導従事者のため
の e-ラーニングを受講後、アンケート調査を行った。理解の程度は、「糖尿病の運動療法」、
「糖尿病の薬物療法：インスリン注射」、「フットケア」については、全員が「十分に理解
できた」もしくは「ある程度理解できた」と回答した。しかし、「糖尿病の食事療法」に
おける栄養素の配分や栄養指導プロセス、「糖尿病の薬物療法：内服薬」における各薬剤
の作用や使用時の注意点では、「あまり理解できなかった」という回答があった。 

  自由記載による改善点に関する回答は、「図を口頭で説明していた部分が多かったため、
後で見返しても分かるように、図にも説明があったらわかりやすかったのかなと思った」、 
「食事療法では事例などがあれば良かった」、「経口血糖降下薬の薬理作用など、図や絵を 

 もっと用いて説明があればより分かりやすく、理解しやすかった」などの意見があった。
また、学べたことについては、「専門知識の勉強になるだけではなく、患者が療養上で感
じる困難さを理解することができ、患者に対してただ一方的に説明するだけでは取り組
めないことが分かった」、「運動療法や食事療法などそれぞれの指導における基本的知識
とともに患者さんに対する実践的な知識まで幅広く学ぶことができた」、「フットケアに
おける靴の選び方など、具体的にケア方法を理解することが出来た」などの意見があっ
た。改善点については、意見を参考に内容の修正を実施する予定である。 

 
２）作成した保健指導システムを保健指導従事者に普及するため、説明会を実施すると共に   

今後の活用性を検討 

糖尿病看護を専門にしている看護師に、作成した保健指導システム（プログラム）の説     
明をした後、活用性についてグループインタビューを実施した。対象グループは２つであ
り、慢性疾患看護専門看護師 4名（糖尿病看護経験の平均年数 14.5年）、糖尿病看護認定
看護師 5 名（糖尿病看護経験の平均年数 17.6 年）であった。また、インタビュー時間は
45分～50分であり、対象者の所属する施設の会議室で実施した。 

就労している 2 型糖尿病患者に、生活時間のマネジメントという視点で保健指導を実
施することについては、全員の参加者が有効だと返答した。また、インタビュー内容から
逐語録を作成し、「保健指導システム（プログラム）の活用性」という視点で質的に分析
した結果、保健指導システム（プログラム）を活用する効果と、活用する際の注意点が示
された。効果では、《スケールを活用することの効果》と《動画を活用することの効果》
があった。《スケールを活用することの効果》では、“スケールを活用することで時間に着
目する必要性が伝わる”、“理想通りの生活をさせることではない保健指導の視点を与え
る”、“看護師が考える時間ではなく患者なりの時間の過ごし方が大切であることに気がつ
く”、“価値観など患者に質問しにくいことが聴ける”という内容があった。また、病院だ
けではなくクリニックや職場でも活用できる可能性について述べられていた。《動画を活
用することの効果》には、患者用の e-ラーニングコンテンツにおいて、他の患者が生活の
中で工夫している点を紹介していたため、“患者の体験が患者間で共有できる”という内
容があった。また、看護職用の e-ラーニングコンテンツに、セルフケア支援について学習
するものが含まれていたため、“看護職にセルフケア支援とは何かについて伝えることが
できる”というものがあった。 

保健指導システム（プログラム）を活用する際の注意点には、《活用する人々への説明》、



《活用するタイミング》、《スケールの限界》があった。《活用する人々への説明》には、
保健指導を実施する看護職に加え、患者や医師にも生活時間のマネジメント力を活用した
保健指導について、よく説明してから実施する方が上手く導入できるのではないかという
意見があった。また、《活用するタイミング》では、“診断初期など早い時期での活用”が
よいという一方で、“入院時の活用”や“食事や運動など通常の介入で効果が得られなか
った時”に活用する方がよいという意見があった。《スケールの限界》では、“患者の自己
申告であるため実際と異なる場合がある”ことや、“特徴は捉えられるが生活の詳細は分
からない”、“働き方の多様化により詳細な生活時間の聞き取りが必要”といった意見があ
った。 

以上のように、糖尿病看護を専門にしている看護師への説明会後のインタビューより、
作成した保健指導システム（プログラム）の活用に関する示唆が得られた。また、普及に
ついては、第 27 回日本糖尿病教育・看護学会シンポジウム、第 15 回日本慢性看護学会学
術集会共催セミナーにて、生活時間のマネジメントを活用した保健指導について、発表す
る機会を得た。 
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